千葉商工会議所に係る監査実施要領
１　目的

　　市は、商工会議所法及び千葉市補助金等交付規則に基づき、千葉商工会議所（以下「会議所」という。）が行う事業等の適正かつ健全な運営を確保するとともに、より密接な連携のもと、小規模事業者に対する支援に取り組んでいくため、会議所が抱える課題等を適時・適切に把握することを目的に、会議所に対する監査を実施する。

２　監査の実施体制

　　監査は、経済農政局経済部産業支援課が行う。

３　監査の実施時期

　　監査は、概ね３年に１回程度実施し、市長が特に必要と認める場合は随時実施する。

４　監査の方法

（１）監査は実地検査とし、原則として２名以上からなる監査班を編成して　　行う。

（２）会議所の監査に当たっては、実地検査の２週間前までに通知する。

（３）会議所の監査においては千葉県商工会連合会に立会いを依頼する。

（４）監査項目等に関して重大な課題等が把握された場合には、随時、監査を実施する。
５　監査項目

（１）組織運営関係

　　ア　運営状況及び諸規程の整備、組織率向上対策

　　イ　部会・委員会の活動状況

　　ウ　組織及び職員の配置状況

（２）会計処理関係

　　ア　決算及び会計処理状況（内部牽制体制の状況を含む）

　　イ　収支の状況

ウ　前回指摘された会計処理状況

（３）業務関係

　　ア　経営指導員等の指導状況

　　イ　講習会等の開催状況

　　ウ　補助対象事業の運営状況

６　講評及び結果通知

（１）講評

　　　監査終了後、現地において会議所の役職員に対し口頭で講評を行う。

（２）結果通知

　　　特に改善を要する事項については、後日書面をもって会議所に通知するとともに、「監査指摘事項に対する回答書」（別紙様式）の提出を求める。
附　則

この要領は、平成２９年１２月１２日から施行する。

